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レ ンブ ラ ン トの歴 史 的 肖像 画
―― ルフォーの委嘱による「三部作」について 一一
じ に
17世紀は西欧各国で肖像 画 が隆盛を きわめた世紀だった。 事実, スペインにはベラスケス
(DiegO de S工va y Velasquez), フランド,レに1まファン・ ヶガイク |へnthOnis van Dyck), ォ












































当時69歳のボローニヤの画家グエルチーノ (Guercino)1こ依頼している。 またその翌年には, グ





(1)Don Antonio Ruffoに関するドキュメントは,後裔のMarchese Vincenzo Ru£foによって,1916年に
Bollettino d'Arte誌に発表された。但し本稿の Ru£foに関する記述は主に以下の書物に依った。
Jakob Rosenberg ; “Rembrandt, life and work" Phaidon, 1964 BOb Haak ; “Rembrandt, his
life, his work,his time"Abra■ls Julius Held;``Rembrandt'S Aristotle and other Rembrandt
studies" Princeton, 1969
以下聰アリストテレス>とあるのは,≪ホメロスの胸像を眺めるアリストテレス≫の略。
J. Rosenberg i op. cit. PP。281～282









リストテレスとは思わず, 胸像を調べている「観相家」 (PhySiOgnomist)の描写と理解 し,そ
の対として天体を研究する「宇宙学者」 (COSmOgrapher)を描いた(3)。残念ながらその作品は失























J.Rosenberg i“Rembrandt and Cuercino''Art Quarterェy VII,1944p.150
J. Rosenberg ; “R mbrandt, life and work"p.282
ibid P, 279
Horst Gerson, “Rembrandt Paintings"Reyna1 8c Company, 1969, P・ 159


















































例えば当時ローマに住んでいたフランドルのブリューゲル ●めraham Brueghel)は, 1665年5























Cf. Ludwig Coldscheider ; “Rembrandt, Paintings,idrauings and etchings"Phaidon。 1967
p・175








































































ら右下へ流れる光, と一概に言い難いような微妙な光の波動が, アリス トテレスの顔や右手や右
171 Cf.J.Held i op. cit. P. 16
袖,また胸像の頭髪を照し出し,そこを経て鎖や左袖の部分を黄金色に染めている。光を受けた黄
金色や深紅色が,黒との対比で一層鮮明に印象づけられる。一方,ホメロスの顔は陰影をおび,そ



































描写は,『詩学』の著者が偉大な詩人に払う尊敬と敬愛の視覚的表現として納得 の ゆ くものだろ
う。ところでこの尊敬は,アレクサンダー大王と共有されるべきものだった。大王はいつも『イリ





























221 Kenneth Clark;“Rembrandt and the ltalian Renaissance"P,78









ーベンスの≪四人の哲学者≫ (第5図)(1615年頃, フイレンツェ・ ピッティ画廊)は,書斎のモ
ティーフを示す初期の最もすぐれた例である。この図にはルーベンス自身のほかに, リプシウス,













のこの作品は, 1644年にポンテイウス (Paul Pontius)1こよって版画になって流布したので, レ
ンブラントもその構図を知っていたにちがいない。なお, レンブラント以外のオランダ画家の作品
でこのモティーフの例を求めると,例えばファン・ ラベステイン (Arnoldus van Ravesteyn)
の≪ヤコブ・カッツの肖像>(ハーグ),ヤン・ ド・ ブライ (」an de Bray)の≪アブラハム・
カステレイン夫妻像>(アムステルダム国立美術館)などが挙げられる。ちなみに,胸像と書物を














































































































































































































ところで, リスボンのグルベンキアン・ コレクションに,もう一点同じような絵がある。 (第8
図)年記がないけれども前作と類似の描写であるので, ほぼ同時期の制作と一般 にみ な されてい
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